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人と技 　 海
み
土
ど
里
り
　 織りな す 　 快 適 な ま ち

Communication Magazine Echizen

えちぜん広
報

百歳長寿者・米寿者を慶祝訪問しました
イベント・行事の開催について 新型コロナウイルスの影響により、掲載している行事について、やむなく中止となる場合があります。

最新の開催状況については、各問合せ先でご確認ください。



　
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額

は
２
１
６
億
７
，３
７
９
万
５
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
６
，７
５
７
万
８
千
円

の
増
、
歳
出
総
額
は
２
０
９
億
９
，１
６
８
万
８
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

１
億
２
８
４
万
５
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出

総
額
を
差
し
引
い
た
収
支
は
、
６
億
８
，２
１
０
万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
一
般
的
な
行
政
運
営
を
ま
か
な
う
一
般

会
計
で
は
、
歳
入
が
１
４
３
億
２
，３
４
６
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
８
，２
２
９
万

５
千
円
の
減
（
０
．６
％
減
）、
歳
出
が
１
３
５
億
９
，４
２
８
万
５
千
円
で
、

前
年
度
よ
り
６
，３
３
０
万
１
千
円
の
減
（
０
．５
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
８
，２
２
９
万
５
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

　
減
少
し
た
主
な
要
因
と
し
て
、幼
児
教

育
無
償
化
に
伴
う
私
立
保
育
所
保
育
料

や
広
域
保
育
受
託
料
な
ど
の
減
に
よ
り

分
担
金
及
び
負
担
金
が
１
億
８
，８
１
０

万
５
千
円
減
少
（
71
．３
％
減
）
し
た

こ
と
や
、
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

設
の
完
了
に
伴
う
起
債
の
借
り
入
れ
減

に
よ
り
、
町
債
が
１
億
２
，０
３
０
万

円
の
減（
６
．６
％
減
）と
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
ま
た
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
が
減

少
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
越
金
が
２
億

８
，６
９
８
万
６
千
円
の
減
（
27
．７
％

減
）
と
な
っ
た
こ
と
も
要
因
で
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
６
，３
３
０
万
１
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

　
減
少
し
た
主
な
要
因
と
し
て
、
統
合
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
完
了
に
伴
い
、

普
通
建
設
事
業
費
が
２
億
３
，０
９
９

万
６
千
円
の
減（
８
．８
％
減
）と
な
っ

た
こ
と
や
、
平
成
20
年
度
に
借
り
入
れ

た
朝
日
中
学
校
建
設
事
業
や
鯖
江
・
丹

生
消
防
組
合
丹
生
分
署
建
設
事
業
の
起

債
の
償
還
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

公
債
費
が
１
億
１
，９
０
７
万
３
千

円
の
減（
９
．４
％
減
）と
な
っ
た
こ
と

が
要
因
で
す
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
・
歳
入
決
算
の
状
況

一
般
会
計
・
歳
出
決
算
の
状
況

歳  入
143億2,346万円

一般会計

町税
23億5,474万9千円
（16.4％）

自主財源
46億3,240万3千円 
（32.3%）

依存財源
96億9,105万7千円 
（67.7％）

地方交付税
52億3,080万9千円
（36.5%）

繰越金
7億4,816万9千円（5.2％）

分担金及び負担金
7,564万8千円（0.5％）

繰入金
5億5,412万6千円（3.9％）

諸収入
2億9,587万9千円（2.1％）
使用料及び手数料
1億3,361万1千円（0.9％）
財産収入  3億9,924万2千円（2.8％）
寄付金  7,097万9千円（0.5％）

地方譲与税
1億2,223万6千円（0.9％）

地方消費税交付金
3億5,314万1千円（2.5％）

交通安全対策特別交付金
146万4千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
739万2千円（0.1％）
配当割交付金
1,326万4千円（0.1％）
利子割交付金
242万4千円（0.0％）
地方特例交付金
5,987万2千円（0.4％）
自動車取得税交付金
1,809万3千円（0.1％）
自動車税環境性能割交付金
588万1千円（0.0％）

国庫支出金
11億8,211万3千円
（8.3%）県支出金

9億9,276万8千円
（6.9%）

町債
17億160万円
（11.9%）

歳  出
135億9,428万5千円

一般会計

［性質別］

人件費
18億2,832万8千円
（13.4%）

扶助費
19億913万4千円
（14.0%）

公債費
11億5,152万5千円

（8.5%）

義務的経費
48億8,898万7千円
（36.0％）

投資的経費
24億6,952万8千円
（18.2％）

その他の経費
62億3,577万円
（45.9％）

補助費等
22億2,089万4千円
（16.3%）

繰出金
14億1,216万4千円
（10.4%）

普通建設事業費
24億162万4千円
（17.7%）

物件費
16億7,906万2千円
（12.4%）

災害復旧費
6,790万4千円
（0.5%）

維持補修費
1億4,905万4千円
（1.1%）

積立金
7億3,299万6千円
（5.4%）

貸付金
4,160万円
（0.3%）

（　）構成比

（単位：千円）

区　　分　

　会　　計　

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）（A） 対前年度比
（%） （B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 14,323,460 ▲ 0.6 13,594,285 ▲ 0.5 729,175

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,382,378 0.5 2,378,449 2.1 3,929

介 護 保 険 事 業 2,432,715 3.3 2,390,807 4.0 41,908

後期高齢者医療事業 264,389 ▲ 1.6 262,827 ▲ 2.0 1,562

簡 易 水 道 事 業 450,501 ▲ 3.8 443,994 ▲ 4.1 6,507

公 共 下 水 道 事 業 721,977 17.6 708,447 16.6 13,530

集 落 排 水 事 業 290,221 ▲ 8.6 284,129 ▲ 9.1 6,092

温 泉 事 業 21,879 ▲ 26.0 20,782 ▲ 25.9 1,097

農林漁業体験実習館事業 28,007 8.5 28,007 8.5 0

土 地 区 画 整 理 事 業 26,830 47.9 26,830 47.9 0

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 272,756 ▲ 0.9 264,154 ▲ 2.1 8,602

資本的収支 92,926 14.8 158,993 6.5 ▲ 66,067

国民健康保
険病院事業

収益的収支 304,510 ▲ 7.3 302,530 ▲ 5.5 1,980

資本的収支 61,246 21.6 127,454 ▲ 9.0 ▲ 66,208

合　　　　　計 21,673,795 0.3 20,991,688 0.5 682,107

※決算額の千円未満を四捨五入しています。

●
人
に
優
し
い
道
路
網
の
整
備

　

安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
道
路
を

確
保
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
町
道
の
改
良
や
維
持
補
修
、

消
雪
設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

	

５
億
４
，２
６
４
万
６
千
円

●
美
し
い
ふ
る
さ
と
の
景
観
保
全

　

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
に
よ
る
越

前
海
岸
の
水
仙
畑
と
農
村
景
観
の
保
存
、

活
用
を
目
指
し
、
有
識
者
や
水
仙
農
家
、

福
井
県
、
関
係
自
治
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
文
化
的
景
観
保
存
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

	

２
６
４
万
８
千
円

　

景
観
法
に
基
づ
き
良
好
な
景
観
を
形

成
す
る
た
め
、
ま
た
、「
越
前
海
岸
の
水

仙
群
生
地
」
の
重
要
文
化
的
景
観
の
選

定
を
受
け
る
た
め
、
策
定
委
員
会
を
開

催
し
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

	

５
３
２
万
４
千
円

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ
誘
致

に
向
け
て
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
人

工
芝
張
替
を
行
い
ま
し
た
。

	

１
億
５
，６
２
４
万
６
千
円

●
漁
村
の
活
性
化

　

漁
業
経
営
体
の
経
営
基
盤
を
強
化
し
、

漁
獲
量
の
増
加
に
向
け
大
型
定
置
網
の

沖
道
網
導
入
に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と

で
、
漁
業
の
持
続
的
安
定
的
な
漁
獲
の

確
保
を
図
り
ま
し
た
。

	

１
，９
５
０
万
円

●
商
業
経
営
の
安
定
化
支
援

　

旧
地
区
単
位
で
発
行
し
て
い
た
カ
ー

ド
を
統
一
し
た
「
え
ち
ぜ
ん
ｅ
カ
ー
ド
」

を
新
規
に
発
行
し
、
加
盟
店
へ
の
カ
ー

ド
機
の
設
置
費
用
、
カ
ー
ド
作
成
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

	

５
８
４
万
２
千
円

快
適
で
安
全
に
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

●
地
域
防
災
力
の
向
上

　

防
災
士
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
行

い
、
防
災
士
に
よ
る
組
織
「
防
災
士
エ

キ
ス
パ
ー
ト
え
ち
ぜ
ん
（
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）」

の
設
立
準
備
を
行
う
な
ど
、
防
災
力
の

向
上
を
図
り
ま
し
た
。

	

73
万
５
千
円

●
子
育
て
環
境
の
充
実

　

西
徳
寺
保
育
園
が
認
定
こ
ど
も
園
へ

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
国
・
県
の
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
、
園
の
移
転
新
築

に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
し
た
。

	

１
億
６
，２
１
１
万
２
千
円

●
子
育
て
支
援
体
制
の
強
化

　

1
歳
6
か
月
児
・
3
歳
児
健
診
の
他
、

発
育
発
達
の
様
子
を
確
認
し
、
就
学
に

向
け
て
の
準
備
を
開
始
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
学
校
教
育
部
門
、
保
育
所
と
連

携
し
て
新
た
に
5
歳
児
健
診
を
実
施
し

ま
し
た
。

	

２
３
０
万
３
千
円

●
学
校
教
育
施
設
の
整
備
・
充
実

　

小
中
学
校
の
特
別
教
室
に
空
調
設
備

を
設
置
し
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修

を
行
い
、
快
適
で
安
全
・
安
心
な
教
育

環
境
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

	

１
億
１
，９
０
０
万
２
千
円

人
が
輝
き
豊
か
な
心
が
満
ち

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
文
化
財
の
保
護
・
継
承

　

平
成
22
年
度
か
ら
5
年
に
わ
た
っ
て

発
掘
調
査
を
行
っ
た
番
城
谷
山
古
墳
群

の
調
査
成
果
を
整
理
し
、「
番
城
谷
山
古

墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
」
を
刊
行
し
ま

し
た
。

	

１
４
６
万
４
千
円

●
行
政
拠
点
施
設
の
整
備

　

防
災
拠
点
機
能
を
備
え
、
町
民
の
安

全
と
安
心
を
守
り
、
町
民
が
利
用
し
や

す
い
越
前
町
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。

	

６
億
８
，７
４
１
万
７
千
円

人
と
仕
事
の
　
　
　
　
　
　

活
力
み
な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り

ふ
る
さ
と
の
個
性
を
活
か
し

交
流
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な

健
全
行
政
の
ま
ち
づ
く
り

わたしたちの予算が「まちづくり」のためにどのように使われたかを報告します。わたしたちの「越前町」の決算報告令和
元年度

誰
も
が
健
康
で
暮
ら
し
や
す
さ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

▲重要文化的景観の選定を目指す
　「越前海岸の水仙群生地」

▲国際的な公式試合にも対応可能な
　人工芝ホッケー場

▲発掘調査を行った
　「番城谷山古墳群」▲まもなく完成する役場新庁舎
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健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

越
前
町
の
令
和
元
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の

比
率
が
基
準
を
下
回
り
、財
政
は「
健
全
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

令和元年度決算の越前町の財政指標

財政指標区分 越前町 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.91% 20.0%

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.91% 30.0%

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0% ―

実質公債費比率 9.1% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 16.2% 350.0% ―

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

令
和
元
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」と
は
、
町
債（
借
金
）

の
返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模（
※
）に
占

め
る
割
合
で
す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、

一
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
上
下
水
道
・
病
院
の

公
営
企
業
会
計
、
ご
み
・
し
尿
処
理
や
消
防
の

業
務
を
行
う
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
か
ら

の
負
担
金
の
う
ち
、
団
体
の
借
金
の
返
済
に
充

て
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
に
対
す
る
借
金
に

関
係
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
普
通
交
付
税
の
額
や
臨
時
財
政
対
策
債
の
発

行
可
能
額
が
減
少
し
た
も
の
の
、
朝
日
中
学
校

建
設
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
の
償
還
終
了
に
よ

り
町
債
の
返
済
額
も
減
少
し
た
た
め
、
単
年
度

実
質
公
債
費
比
率
は
減
少
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
比
較
的
数
値
の
低
か
っ
た
平
成
28

年
度
の
単
年
度
実
質
公
債
費
比
率
が
算
定
対
象

か
ら
外
れ
た
こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、

令
和
元
年
度
決
算
で
は
９
．１
％
と
な
り（
３

か
年
平
均
）、
前
年
度
と
比
べ
０
．４
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
ま
し
た
。

（
※
）	町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、
町
全
体
の
借
金

額（
将
来
負
担
額
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め

る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
額
は
、
次
の
も
の
な

ど
の
合
計
で
す
。

◦
町
債（
借
金
）の
残
高

◦
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
の
借
金
の

返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の
負
担
見
込
額

◦
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　

一
方
、
基
金（
貯
金
）
の
残
高
な
ど（
充
当

可
能
財
源
）が
あ
れ
ば
、
将
来
負
担
額
か
ら
控

除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の
軽

減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
令
和
元
年

度
決
算
で
は
16
．２
％
と
な
り
、
最
も
比
率
の

悪
か
っ
た
平
成
19
年
度
と
比
べ
る
と
１
３
５
．

２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
前

年
度
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
本
庁
舎
整
備
事
業
や

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
改
修
事
業
な
ど
大
型
事

業
の
実
施
よ
り
起
債
残
高
が
増
加
し
た
た
め
、

６
．４
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。

　
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。（
※
補
正
額
は
6
月
補
正
後

に
専
決
し
た
予
算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。）

【
主
な
補
正
内
容
】

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
売
り
上
げ
が
落
ち
込
む
町
内
の
民

宿
・
旅
館
・
飲
食
店
を
応
援
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
や
宿
泊

ク
ー
ポ
ン
券
の
発
行
、
支
援
金
の
給

付
に
係
る
費
用
を
計
上

（
７
，５
４
０
万
円
）

▪
小
中
学
生
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

等
を
整
備
す
る
ほ
か
、
災
害
等
の
緊

急
時
に
在
宅
で
学
習
を
継
続
で
き
る

よ
う
可
搬
型
通
信
機
器
の
整
備
費
用

を
計
上（

１
億
９
，０
３
２
万
８
千
円
）

実
質
公
債
費
比
率
は 

9
．1
％

将
来
負
担
比
率
は
16
．2
％

令和2年度9月補正予算の概要
予算規模

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一般
会計 158億7,926万8千円 4億2,713万7千円 163億640万5千円

特別
会計 64億9,661万1千円 5,714万2千円 65億5,375万3千円

事業
会計 8億2,612万円 410万円 8億3,022万円

合計 232億199万9千円 4億8,837万9千円 236億9,037万8千円

越前かに太郎の家計簿
2ページの「令和元年度一般会計決算の歳入額と歳出額（性質別）」を
1,000分の1にし、「越前かに太郎」の1年間の家計に置き換えてみました。収　入 支　出

①給料	 235万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんから納められた税金）

①生活費	 573万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
・物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 55万円
・繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・
企業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金	 115万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに係るお金）

⑤修繕費	 15万円
・維持補修費（町の施設の修繕に係るお金）

⑦貯金	 73万円
・積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金	 75万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や車の購入費	 247万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大規模な設
備の購入に係るお金）

・災害復旧費

小計（A）　※自主財源	 463万円

小計（B）　※依存財源	 969万円

収入合計 （A）＋（B）	 1 ,432万円 支出合計	 1,359万円

②財産・臨時収入	 98万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費	 191万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに係るお金）

⑤支援金	 799万円
・地方交付税（国から交付されるお金）
・国 ･県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実施に
対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 141万円
・繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑥借入れ	 170万円
・町債（銀行などからの借金）

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
年
度
末
現
在
高
の
推
移0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000
（百万円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度
（年度末）

平成24年度

36,511

令和元年度平成30年度平成29年度

17,48717,628

町債現在高 基金現在高

ピーク時から約190億円の減

7,009 5,736 4,692 4,492 4,732 4,513 4,965 5,291 5,446 6,212 6,825 6,935 6,587

35,461 33,099 32,061 30,354 28,104 26,075 24,618 22,544 21,211 19,996 18,627

6,799

17,455

6,997

　

令
和
元
年
度
末
の
一
般
会

計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
町
債（
借
金
）の
現

在
高
は
１
７
４
億
５
，５
５
１

万
６
千
円
で
前
年
度
よ
り

３
，１
１
０
万
７
千
円
の
減

少
、
基
金（
貯
金
）の
現
在
高

は
69
億
９
，６
６
１
万
２
千

円
で
前
年
度
よ
り
１
億
９
，

８
１
０
万
８
千
円
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
債
の
発
行（
借
金
）は
、

元
利
償
還
金（
返
済
金
）を
上

回
ら
な
い
よ
う
、
計
画
的
に

事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
町

債
現
在
高
を
着
実
に
減
少
さ

せ
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
金
は
、
地
方
財

政
法
に
基
づ
き
、
前
年
度
の

余
剰
金
の
半
分
を
積
み
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
実

施
や
収
入
の
減
少
な
ど
、
将

来
的
な
財
政
負
担
に
備
え
て

い
ま
す
。

町民1人あたり現在高

町債（借金） 約82万円

基金（貯金） 約33万円
※それぞれの現在高を、令和元年度末の

越前町の住民基本台帳人口21,218人で
割って算出しています。

特  集



　
8
月
22
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
越
前
町
小

学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
男
女

各
4
チ
ー
ム
、
約
80
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
7
月
11
日
か
ら
8
月
13
日
に

か
け
て
予
選
リ
ー
グ
で
競
い
合
い
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
に
配
慮
し
た
大
会
運

営
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
選
手
の
み
な
さ
ん
は
炎
天
下
の
中
、
試
合
が

で
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら
プ
レ
ー
し
、
大
会

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
男
子
の
部　

　
　
優　
勝　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
少
年
団

　
　
準
優
勝　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
第
3
位　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
 2

　
女
子
の
部

　
　
優　
勝　
Ｅ
ｃ
ｈ
ｉ
ｚ
ｅ
ｎ 

Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
 2

　
　
準
優
勝　
糸
生
・
常
磐
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
少
年
団

　
　
第
3
位　
朝
日
ホ
ッ
ケ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

安
井
健
大
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
「
糸
生
・
常
磐
」
の
声
を
か
け
合
い
、

相
手
よ
り
走
る
ホ
ッ
ケ
ー
が
で
き
た
こ
と

が
優
勝
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

森
川
花
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　
み
ん
な
の
努
力
が
こ
の
結
果
に
つ
な
が

り
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
あ
わ

せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

越
前
町
小
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

▲ Echizen HOMES2のみなさん

画像提供／金子 周平 ▲丹生高校女子ホッケー部のみなさん

▲糸生・常磐ホッケースポーツ少年団のみなさん

　

8
月
4
日
・
28
日
、
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
第
4
回
・
第
5
回
越
前
町
学
校
教
育
環
境

検
討
委
員
会
が
開
か
れ
、
町
内
の
小
中
学
校
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、 「
小
規
模
校
の
連
携
事
業
は
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
」 「
複
式
学
級
の

学
習
形
態
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」 「
適
正
な

部
活
動
の
数
は
ど
れ
く
ら
い
か
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
中
規
模
校
と
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
学
校
の
適
正
規
模
に
つ
い
て
検
討

す
る
予
定
で
す
。

越
前
町
学
校
教
育
環
境
検
討
委
員
会

　

8
月
27
日
、
越
前
町
景
観
条
例
に
基
づ
き
、

越
前
町
の
良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
に
重
要
な

事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
景
観
審
議
会
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
福
井
工
業
大
学
教
授
の

下
川
勇
会
長
を
始
め
、
7
人
の
委
員
に
委
嘱
状

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
景
観
法
に
基
づ
く
届
出
に
関
す
る

こ
と
や
景
観
重
要
建
造
物
、
景
観
重
要
樹
木
の

指
定
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
景
観
形
成
に
関
す

る
重
要
な
事
項
を
審
議
し
て
い
き
ま
す
。

越
前
町
景
観
審
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

▲学校長による説明の様子▲内藤町長から委嘱状を受け取る下川会長

　
8
月
12
日
か
ら
15
日
の
4
日
間
、
川
崎
重
工

ホ
ッ
ケ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム（
岐
阜
県
）
で
、
高
校

女
子
ホ
ッ
ケ
ー
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

２
０
２
０
が
開
か
れ
、
全
国
の
強
豪
6
校
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
全
国
総
合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
）
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ

れ
た
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
の
全
国
規
模
の
独
自
大
会

で
す
。

　
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
た
丹
生
高
校
、
決
勝

戦
の
相
手
は
、
岐
阜
各
務
野
高
校
で
、
丹
生
高

校
は
前
半
を
0
対
0
で
折
り
返
す
と
、
後
半
の

第
3
ク
オ
ー
タ
ー
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー
を

川
口
暖は

る

加か

主
将
が
決
め
、
1
点
を
先
制
し
ま
し

た
。
そ
の
直
後
に
同
点
と
さ
れ
、
一
進
一
退
の

攻
防
が
続
く
中
、
再
び
ペ
ナ
ル
テ
ィ
コ
ー
ナ
ー

か
ら
吉
田
未み

唯い

選
手
が
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
2
対

1
で
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

川
口
暖
加
主
将
の
コ
メ
ン
ト

　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
中
止
と
な
り
、
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
こ
の
大
会
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
、
公
式
戦
と
い
う
緊
張
感
の

中
で
プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
全
員
そ
ろ
っ
て
練
習
は
で
き
な
か
っ

た
け
ど
、
部
員
み
ん
な
で
工
夫
し
て
大
会

に
臨
み
、
丹
生
高
校
ら
し
い
粘
り
強
い
プ

レ
ー
で
全
員
が
繋
が
っ
て
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

選
抜
大
会
で
も
、
日
本
一
を
目
指
し
て
挑

戦
者
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
練
習
に
励
み
ま
す
。

高
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
０

　
8
月
26
日
、
9
月
2
日
、
内
藤
町
長
ら
が
今

年
１
０
０
歳
、
88
歳（
米
寿
）を
迎
え
ら
れ
る

み
な
さ
ん
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
品
を
贈
り
ま

し
た
。

　
内
藤
町
長
が
「
ま
す
ま
す
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
み
な
さ
ん

元
気
に
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
様
子
で
長
寿
の
秘

訣
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
、
同
席
さ
れ
た
ご
家

族
か
ら
も
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
は

15
人
、
88
歳（
米
寿
）
を
迎
え
ら
れ
る
方
は

２
０
２
人
で
す
。

　
越
前
陶
芸
ま
つ
り
が
中
止
と
な
り
、
窯
元
は

越
前
焼
販
売
の
機
会
を
失
い
ま
し
た
。
逆
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
窯
元
の
た
め
に
福
井
県
県
陶

芸
館
と
越
前
焼
工
業
協
同
組
合
が
協
力
し
、「
越

前
焼
窯
元
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
立
ち
上
げ
、

6
月
か
ら
9
月
の
4
か
月
間
、
企
画
展
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
陶
芸
館
運
営
管
理
統
括
責
任
者
の
玉た

ま

置き

大ま
さ

剛た
か

さ
ん
は
「
窯
元
の
苦
し
い
状
況
は
続
い
て
い
る
。

越
前
陶
芸
村
が
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
り
、
今
後
も

応
援
し
て
い
き
た
い
。」
と
話
し
、
越
前
焼
工
業

協
同
組
合
事
務
局
長
の
橋
本
直な

お

視み

さ
ん
も
「
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
越
前
焼
を

広
く
知
っ
て
も
ら
い
、
販
売
促
進
に
つ
な
げ
て

い
く
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ご
長
寿
の
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
し
ま
し
た
　
～
百
歳
長
寿
者
・
米
寿
者
慶
祝
訪
問
～

越
前
焼
窯
元
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲100歳を迎えられた 小辻 幸子 さん（辻区） ▲福井県陶芸館の玉置さんと越前焼工業協同組合の橋本さん

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

～あなたの命を守る住宅用火災警報器～

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　消防団は、火災・地震・台風などの災害が発生した際に、消防署と協力し迅速な消火・救出活動を行い、
また地域での自主防災訓練などを行っています。その結果、消防団活動を通じて地域で多くの仲間と知
り合うことができます。

　現在、設置が義務付けられてから14年が経過しました。ご自宅
の住宅用火災警報器は、電子機器の劣化もしくは電池切れを起こ
していませんか？住宅用火災警報器は、10年を目安に交換をおす
すめします。日頃から正常に作動するか点検してください。

※点検方法は各メーカーの取り扱い説明書を参考にしてください。

◦越前町内に居住、勤務する人
◦年齢18歳以上の健康な人

入団条件入団条件

　新庁舎の完成に伴い、10月下旬から11月上旬にかけて、新庁舎への業務移転を予定しています。
　業務移転の期間中、町民のみなさんにはご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、新庁舎での業務開始日については、下表のとおりです。移転作業の状況により前後する場合があり
ますので、あらかじめご了承ください。
　また、業務移転期間中（10月下旬～ 11月上旬）は役場代表番号（☎34­1234）が新庁舎では使用できな
いため、お手数をおかけしますが、下表の直通電話番号をご利用ください。

※平日時間外および土日祝日の受付は、11月8日（日）までは旧庁舎で行い、11月9日（月）からは新庁舎で行う予定です。

業務移転期間中は 直通電話をご利用ください

共に郷土を守りませんか　～消防団員募集～

工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  8月16日〜9月15日

問合せ先　監理課　 ☎34‒8719

工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主管課
令和2年度	 農道施設長寿命化調査業務（その１） 越前町一円 3,443,000 ㈱サンワコン 農林水産課

令和2年度	 農道施設長寿命化調査業務（その２） 越前町一円 4,598,000 ㈱サンワコン 農林水産課

令和2年度	 町道小樟城ケ谷線消雪施設整備事業送・散水管布設工事 小 樟 7,865,000 ㈱大生 建 設 課

令和2年度	 町道寺八田線道路舗装補修工事 寺 10,318,000 ㈱大生 建 設 課

令和2年度	 南団地改修工事（その２） 織 田 41,250,000 オタ建設㈱ 定住促進課

新庁舎での	
業務開始予定日 部門名 課　　　　名 直通電話番号 主　な　業　務

10月26日（月）～
民生部門

住民環境課 ☎34−8708 戸籍、住民票、印鑑登録、住所変更
マイナンバーカード、ごみ、環境保全

男女共同参画・人権室 ☎34−8715 男女共同参画、人権擁護

福祉課 ☎34−8725 障がい者、生活困窮者支援、保育
児童手当、子ども医療、母子父子家庭

健康保険課 ☎34−8710 国民健康保険、国民年金、介護保険
後期高齢者医療、健康診査、健康づくり

地域包括支援センター ☎34−8729 介護予防、高齢者相談
子育て世代包括
支援センター ☎34−8821 妊娠届、予防接種、妊産婦乳幼児相談

会計部門
税務課 ☎34−8709 各種税金
会計課 ☎34−8706 公金支払

11月 2 日（月）～

産業部門

農林水産課 ☎34−8704 農林業、水産業、農業委員会

商工観光課 ☎34−8720 商工業、観光施策、観光施設、観光宣伝
特産品、企業誘致

就労支援室 ☎34−8705 労働、就労支援

建設部門

建設課 ☎34−8703 道路、河川、砂防

定住促進課 ☎34−8727 都市計画、町営住宅、景観、屋外広告物
空き家対策、移住定住

上下水道課 ☎34−8707 上水道、下水道

11月 9 日（月）～
総務部門

総務課 ☎34−8700 行政、人事、広報、情報公開、選挙
町長公室 ☎34−8728 秘書、広聴
情報統計室 ☎34−8701 地域情報、情報システム管理、統計
庁舎建設室 ☎34−8711 庁舎建設
防災安全課 ☎34−8721 防災、消防、防犯、交通安全

企画財政課 ☎34−8702 予算、決算、地方交付税、起債
地域コミュニティ活動

地域創生室 ☎34−8714 総合振興計画、人口ビジョン
総合戦略、ふるさと納税

公共交通対策室 ☎34−8722 公共交通、コミュニティバス

監理課 ☎34−8719 入札参加資格審査、財産管理
工事検査

議会事務局 ☎34−8712 議会運営、監査委員

越前町役場新庁舎での越前町役場新庁舎での
業務開始に関するお知らせ業務開始に関するお知らせ

問合せ先　庁舎建設室　☎34‒8711

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の　
　

  

ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ワン

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
主
に
次

の
2
つ
の
方
法
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
簡
単
に
申

請
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
、
お
好
き
な

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
選
ん
で
申

請
す
る
と
、
そ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
（
残
高
）
が

チ
ャ
ー
ジ
な
ど
を
し
た
金
額
の
25
％

（
上
限
は
１
人
２
０
，０
０
０
円
に

対
し
て
５
，０
０
０
円
相
当
分
）
も

ら
え
ま
す
。

　

無
料
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

作
っ
て
最
大
５
，０
０
０
円
分
の
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
の
で
、
と
て
も

お
得
で
す
。

　

日
中
は
お
仕
事
な
ど
で
な
か
な
か
予
約
の
電
話
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
ウ
ェ
ブ
予
約
を
始
め
ま
す
。

　

ウ
ェ
ブ
予
約
で
は
、
24
時
間
い
つ
で
も
空
き
時
間

の
確
認
と
予
約
が
可
能
で
す
。

　

今
後
は
、
予
約
が
近
く
な
っ
た
ら
お
知
ら
せ
の

メ
ー
ル
が
届
く
『
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
』
機
能
も
追
加
予

定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
お
送
り
す
る
ご

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
だ
け
で
な
く
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
電
子
証
明
書
の
更

新
な
ど
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
こ
と
で
、
待
ち
時
間

が
な
く
な
り
、
お
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
で
き
た
ら
、
役
場

か
ら
ご
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

　

同
封
の
書
類
を
お
家
で
記
入
し
た
う
え
で
役

場
に
来
庁
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
10
分
程
度
で
お

渡
し
で
き
ま
す
。

　

ご
案
内
が
届
い
た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
で
来

庁
す
る
日
時
を
事
前
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

平
日
の
日
中
は
役
場
に
来
庁
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
月
1
回
程
度
日
曜
日
に
休
日
窓

口
を
、
月
2
回
程
度
夜
8
時
ま
で
の
夜
間
延
長

窓
口
『
ナ
イ
ト
・
オ
ブ
・
マ
イ
ナ
』
を
開
い
て

い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
請
書
に
書
か
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み
取
っ
て
顔

写
真
を
メ
ー
ル
で
送
付
。

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
申
請
書
は
、
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

◦
住
民
環
境
課
や
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民

サ
ー
ビ
ス
室
で
、
住
所
や
名
前
が
印
字

さ
れ
た
申
請
書
を
ご
用
意
。

　

顔
写
真
を
そ
の
場
で
職
員
が
無
料
で
撮
影

し
、
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
も
受
け
取
り
も
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん

最
大
５
，０
０
０
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
も
簡
単
に

受
け
取
れ
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
手
続
き
の

ウ
ェ
ブ
予
約
を
は
じ
め
ま
す

君のカード受け取り
それは予想以上に

いざ始まれば
ひどく簡単だ♪

それじゃ

マイナポイントって
ものは何？

ぜったい

君は予約したのを
忘れない♪

もっと違う選択で
もっと違う方法で

予約を伝えられたら
いいな♪

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

０
歳
か
ら
つ
く
れ
る
の
で
、
０
歳
か

ら
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
家
族
全
員
で
の
申
請
が
お
勧

め
で
す
。

　

住
民
環
境
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
渡
し
の
手
続
き
と
あ

わ
せ
て
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
手
続
き

も
ご
支
援
し
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
み
の
申
し
込

み
支
援
は
、
商
工
観
光
課
や
宮
崎
・

越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
つ
く
ろ
う
か
迷
っ
て
い
る
」
人
に

お
す
す
め
！

　

い
ず
れ
申
請
し
よ
う
と
思
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

が
も
ら
え
る
今
年
度
中
が
断
然
お
す

す
め
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
３
月
か
ら
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
保
険
証
と
し
て

の
機
能
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
１
枚
で
、
窓
口
に
持

参
し
て
い
た
各
種
書
類
の
提
出
を
省

略
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
便

利
で
す
。

今
月
の
夜
間
延
長
窓
口
は
、
5
日
㈪
、
15
日
㈭
で
す
。

夜
間
延
長
窓
口
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

住
民
環
境
課　

☎
３
４–

８
７
０
８

マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
〇
〇
の
人
に
お
す
す
め
！
」

夜
間
延
長
窓
口

「
ナ
イ
ト
・
オ
ブ
・
マ
イ
ナ
」
の
ご
案
内

持
っ
て
ほ
し
イ
～
ナ

持
っ
て
ほ
し
イ
～
ナ

たったひとつ
確かなことが

あるとするのならば

「まずは申請だ」♪

　

住
民
環
境
課
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
お
渡
し
の
手
続
き
と
あ

わ
せ
て
保
険
証
利
用
の
申
請
も
ご
支

援
し
ま
す
。
保
険
証
利
用
の
み
の
申

し
込
み
支
援
は
、
健
康
保
険
課
や
宮

崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

保
険
証
利
用
の
申
請
方
法
は
、

13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ご予約は、
前日までに
お願いします。

5,000ポイント

5,000ポイント

町からのお知らせ I n f o r m a t i o nえちぜん
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令
和
3
年
度
の
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
の

入
所
申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
新
た
に
お
子
様
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
既
に
入
所
し
て
い
て
令
和
3
年
度
も
引

き
続
き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
入
所
し
て

い
る
保
育
所
な
ど
か
ら
お
渡
し
す
る
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
配
布
開
始
日

　
10
月
5
日
㈪
〜

申
込
書
受
付
期
間

　
10
月
12
日
㈪
〜
10
月
30
日
㈮

　
（
時
間
外
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

配
布
・
受
付
場
所

　
福
祉
課

　
宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

留
意
事
項

※
認
定
こ
ど
も
園
と
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
施
設
の
こ
と
で
す
。
0

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
の
保
育
を
必
要
と
す

る
お
子
さ
ん
と
、
3
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
で
保
育
を
必
要
と
せ
ず
教
育
を

希
望
す
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
町
内
で
は

令
和
3
年
度　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
入
所
手
続
き
の
ご
案
内

「
認
定
こ
ど
も
園
あ
さ
が
お
保
育
園
」「
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
西
徳
寺
保
育
園
」「
は

ぎ
の
こ
ど
も
園
」
の
3
施
設
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
の
状
況
に
よ
り
、
希
望
す
る
保
育
所
が

定
員
を
超
え
た
場
合
や
同
じ
年
齢
の
入
所
希

望
者
が
多
い
場
合
は
、
第
2
希
望
に
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
兄
弟
姉
妹
で
も
同
じ
保
育
所
に
入
所
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
市
町
の
保
育
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
も
入

所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
度
内
に
就
職
、
出
産
ま
た
は
転
入
を
予
定

す
る
な
ど
、
年
度
の
途
中
か
ら
入
所
を
希
望

さ
れ
る
場
合
も
受
付
期
間
内
に
入
所
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
入
所
し
て
い
る
保
育
所
と
は
ち
が
う
保

育
所
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
新

規
入
所
と
な
り
ま
す
の
で
、
改
め
て
入
所
申

込
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
保
護
者
が
遠
方
に
お
住
ま
い
の
場
合
な
ど
、

期
間
中
に
来
庁
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は

福
祉
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
町
で
は
、
独
身
の
人
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

新
た
な
出
会
い
の
場
を
企
画
す
る
団
体
に
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
出
会
い
を

提
供
し
て
く
れ
る
企
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
団
体　

町
内
に
活
動
本
拠
地
が
あ
り
、
営
利
を
目
的

と
せ
ず
、
町
の
実
施
要
項
に
沿
っ
た
結
婚
支

援
活
動
を
行
う
団
体

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
の
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
の

交
付
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
い
た
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期　
日　
10
月
17
日
㈯

　

県
の
最
低
賃
金
が
、
10
月
2
日
か
ら
時
間
額

８
３
０
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用

者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
出
会
い
を
求
め
て
い
る
け
れ
ど
身
近
に
相
談

で
き
る
人
が
い
な
い
…
。
そ
ん
な
人
の
縁
結
び

の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
独
身
の
人
の
結
婚
・
定
住
の
お
世

話
を
し
て
く
れ
る
「
縁
結
び
お
世
話
人
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

お
世
話
人
と
な
る
条
件
（
①
〜
③
す
べ
て
を
満

た
す
人
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は
町
内
事
業

所
に
勤
務
す
る
人

②
町
税
の
滞
納
が
な
い
人

③
営
利
を
目
的
と
し
た
結
婚
斡
旋
業
者
で
な
い
人

若
者
の
出
会
い
を
応
援
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ

最
低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

縁
結
び
の
お
世
話
を
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す

対
象
企
画  

独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
企
画

補
助
金
額　
上
限
20
万
円

申
込
期
限　
令
和
3
年
1
月
29
日
㈮

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４
―
８
７
２
５

停
止
す
る
サ
ー
ビ
ス

戸
籍
、
戸
籍
の
附
票
、
住
民
票
の
写
し
、
印

鑑
登
録
証
明
書
、
税
証
明
の
交
付
サ
ー
ビ

ス
、
本
籍
地
へ
の
戸
籍
証
明
交
付
利
用
登
録

申
請
な
ど
の
全
て
の
サ
ー
ビ
ス

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

問
合
せ
先

　
福
井
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

　
☎
０
７
７
６‒

２
２‒

２
６
９
１

　
ま
た
、
お
世
話
人
が
結
婚
を
成
立
さ
せ
た
場

合
は
、
1
組
に
つ
き
20
万
円
の
奨
励
金
を
交
付

し
ま
す
。
活
動
す
る
に
は
事
前
に
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
人
は
福
祉

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
国
民
年
金
に
は
、
日
本
国
内
に
住
む
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
は
加
入
す
る
時
だ
け
で
な
く
、
被
保
険

者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。
も

し
届
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
年
金
額
が
少
な

　
令
和
3
年
3
月（
予
定
）か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
や
協
会
け
ん

ぽ
な
ど
保
険
者
種
別
は
問
い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し

ま
せ
ん
か
。

利
用
の
申
し
込
み
方
法
（
①
ま
た
は
②
）

①
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ご
自
身
で
登
録

②
健
康
保
険
課
や
各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
で
登
録

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
は
、
子
育
て
や
介
護
を

は
じ
め
と
す
る
行
政
手
続
き
の
検
索
や
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
で
き
た
り
、

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
自
分
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。

国
民
年
金
の
届
出
が
必
要
な
と
き

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

く
な
っ
た
り
、
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　
武
生
年
金
事
務
所　
☎
２
３‒

１
１
２
６

　
健
康
保
険
課　
　
　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
場
合
で
も
、
毎
年
8
月
1
日
更
新
の
国

民
健
康
保
険
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

証
は
、
7
月
中
旬
ご
ろ
に
簡
易
書
留
で
郵
送
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　
保
険
証
利
用
登
録
に
関
す
る
こ
と

　
　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
に
関
す
る
こ
と

　
　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

届
出
が
必
要
な
と
き

持
参
す
る
も
の

届
出
先

会
社
を
辞
め
た
と
き

（
厚
生
年
金
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
）

2
号
被
保
険
者　

→　

1
号
被
保
険
者

◦
印
鑑

◦
厚
生
年
金
資
格
喪
失
が
確
認
で
き

る
書
類
（
離
職
票
な
ど
）

◦
年
金
手
帳

健
康
保
険
課

各
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
配
偶
者
が

厚
生
年
金
加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

3
号
被
保
険
者　

→　

1
号
被
保
険
者

◦
印
鑑

◦
扶
養
解
除
が
確
認
で
き
る
書
類

（
厚
生
年
金
資
格
喪
失
連
絡
票
な
ど
）

◦
年
金
手
帳

マイナポータル
はこちらから▼

スマホでも
登録できる！

敵は人ではなく、ウイルスです敵は人ではなく、ウイルスです
～新型コロナウイルス感染症に関する人権への配慮についてのお願い～

　新型コロナウイルス感染症への対応が長期化する中、感染者やその家族、治療に当たられている医療機
関などの関係者に対して、様々な場面での心ない言動や行動が広がっています。
　人権はいかなる場合であっても尊重されるべき基本的な権利であって、感染を理由とした不当な差別、
偏見、いじめなどは決して許されるものではありません。
　このようなことが日常的に行われると、感染を疑われる症状があっても、検査のための受診や保健所へ
の行動歴などの情報提供をためらってしまうことにつながり、感染拡大防止の妨げとなる恐れがあります。
　感染のリスクは誰にでもあります。偏見や差別的な言動に同調せず、一人ひとりがお互いを思いやり、
支え合う気持ちを持って、確かな情報に基づいた冷静な対応をお願いします。

●みんなの人権110番（全国共通人権相談ダイヤル）

　　☎☎0570−003−1100570−003−110
　（平日：午前 8 時30分〜午後 5 時15分）

●子どもの人権110番
　☎0120−007−1100120−007−110
　（平日：午前 8 時30分〜午後 5 時15分）

●外国語人権相談ダイヤル
　☎0570−090−9110570−090−911
　（平日：午前 9 時〜午後 5 時）

●女性の人権ホットライン
　　☎☎0570−070−8100570−070−810
　（平日：午前 8 時30分〜午後 5 時15分）

人権の相談窓口

問合せ先　男女共同参画・人権室　☎34‒8715

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ

広報 えちぜん 12広報 えちぜん13 令和 ２ 年 10 月号令和 ２ 年 10 月号



自粛して遠出の景色おあずけに	 嵐　喜美枝
屋根の上知人の死去をカラス告げ	 笹下　利行川 柳続いてる残暑厳しい秋景色	 富田コズエ

古希の趣味夢は大きく指を折る	 渡辺　照子川 柳

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、
市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
期
間　
10
月
20
日
㈫
ま
で

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒
５
７‒

１
６
３
３

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
不
満
が
あ
る
、
手

続
き
の
仕
方
や
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
行
政
相
談
委
員
が
校
正
・
中
立
な
立
場
か

ら
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
10
月
20
日
㈫　
午
後
1
時
〜
4
時

場　
　
所 　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
来
田
秋
生 

氏

　
　
　
　
　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
冨
田
一
茂 

氏

10
月
19
日
か
ら
25
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
講
じ
た
う
え

で
開
催
し
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
上
記
以
外
に
も
、
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
町
長
公
室　
☎
３
４‒

８
７
２
８

　

越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
委
員
会
で

は
、
令
和
3
年
の
絵
は
が
き
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
た
め
、
四
季
折
々
の
越
前
海
岸
の
素
晴

ら
し
い
風
景
や
生
活
文
化
を
撮
っ
た
写
真
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
写

真
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　
次
の
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
デ
ー
タ
を

添
付
の
う
え
、Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
①
作
品
タ
イ
ト
ル

　
②
撮
影
場
所

　
③
撮
影
年
月
日

　
④
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

　
⑤
住
所

　
⑥
電
話
番
号

※
応
募
作
品
は
越
前
地
区
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

で
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

賞　
入
選
12
点　
1
万
円
相
当
の
賞
品

応
募
締
切　
10
月
30
日

　
織
田
文
化
歴
史
館
で
は
、
展
示
ケ
ー
ス
設
置
工

事
に
と
も
な
い
、
企
画
展
示
室
を
閉
室
し
ま
す
。

　
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
常
設
展
示
室
は
通
常
ど
お
り
に
見
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
第
4
回 

越
前
海
岸
・
四
季
と
く
ら
し
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
作
品
募
集

織
田
文
化
歴
史
館　
企
画
展
示
室
臨
時
閉
室
の
お
知
ら
せ

　
詳
し
く
は
、
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務

局
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
越

前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
越
前
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
運
営
委
員
会

　
☎
３
７‒

７
７
１
０

　

com
m
unity@

echizen-area-c.net

閉
室
期
間　
10
月
1
日
㈭
〜
11
月
29
日
㈰

問
合
せ
先　
織
田
文
化
歴
史
館

　
　
　
　
　
☎
３
６‒

２
２
８
８

“わづみ館”からこんにちは
織田地区下河原にある「わづみ館」は
越前焼の陶芸体験ができる施設です。
明るく楽しい陶芸作家が親切に教えてくれるので、
大人から子どもまで、だれでも気軽に好きなものを
作ることができます。
みなさんも世界で一つのオリジナル作品を
作ってみませんか。

料金
粘土 1kg あたり 1,540円

（越前町民は 1,020円）
上記料金には体験料、焼成料など
完成までのすべての費用を含みます。

利用可能人数
40人

（現在は新型コロナウィルス
感染症対策のため24人まで）

その他
作品が焼き上がるまで
約1か月かかります。
配送可能です。（配送代は別途）
利用には事前の予約が必要です。

料金・利用人数

問合せ先 　わづみ館　☎36‒1922

わづみ館

　
8
月
に
販
売
し
た
「
越
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
の
使
用
期
限
は
10
月
31
日
㈯
ま
で
で
す
。

使
用
期
限
以
降
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
早
め
に
町
内
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
取
扱
店

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
種
類

①
旅
館
・
民
宿
・
料
亭
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
（
千
円
×
10
枚
綴
り
）

②
飲
食
店
等
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

　
（
５
０
０
円
×
10
枚
綴
り
）

越
前
町
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
期
限
に
つ
い
て

取
扱
店
に
つ
い
て

　
取
扱
店
に
は
赤
色
の
の
ぼ
り
旗
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
商
工
観
光
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　
商
工
観
光
課

　
☎
３
４‒

８
７
２
０

　
ワ
ン
コ
イ
ン
で
一
流
の
音
楽
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
「
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町
」

　
30
回
を
迎
え
る
今
回
は
、
世
界
各
地
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
チ
ェ
リ
ス
ト
の
ル
ド
ヴ
ィ
ー
ト
・

カ
ン
タ
さ
ん
（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
共
和
国
出
身
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
の
山
根

孝
司
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
宅
さ
お
り
さ
ん

の
3
人
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ま
た
司
会

進
行
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
黒
原
真
理

さ
ん
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
国
内
外
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
演

奏
家
に
よ
る
す
ば
ら
し
い
演
奏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
入
場
者
数
を
制

限
し
、
昼
夜
2
回
公
演
で
開
催
し
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
13
日
㈮

　
昼
の
部　
開
場　
午
後
1
時
30
分　

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
2
時
～

　
夜
の
部　
開
場　
午
後
6
時
30
分　

　
　
　
　
　
開
演　
午
後
7
時
～

（
昼
夜
と
も
に
演
奏
時
間
1
時
間　
休
憩
な
し
）

場　
　
所　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料　
５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

　
チ
ケ
ッ
ト
は
、越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

宮
崎
・
越
前
・
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

２
０
２
０
国
際
音
楽
祭
in
越
前
町

▲大宅さおり
（ピアノ）

▲山根孝司
（クラリネット）

▲ルドヴィート・カンタ
（チェロ）

※
必
ず
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
あ
ら
か
じ
め
検
温
を
行
い
、
高
熱
の
人
、
体

調
の
す
ぐ
れ
な
い
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
入
場
待
機
中
は
、
会
話
を
控
え
、
間
隔
を
空

け
て
の
整
列
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
生
涯
学
習
課　
☎
３
４‒

２
０
０
０

▲行政相談マスコット
　キャラクター「キクーン」

I n f o r m a t i o nえちぜん
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町からのお知らせみんな集まれ



こちら健康増進係 み な さ ん の 健 康 づ く り を 応 援 し ま す ！第58回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

越前陶芸村文化交流会館 耐震補強工事に伴う長期休館のお知らせ
休館期間　10月1日から令和3年3月31日（予定）まで

夢二つ重ねて歩む夫婦坂	 松村　典子
暑かろな屋根のおかげで涼をとる	 武藤　久子川 柳

10月の越前陶芸村スケジュール

25㈰ インド×エチゼン　スタンプ模様のやきもの
福井県陶芸館　陶芸教室

〜 31㈯ わたしのいちおし展
越前焼の館

〜 31㈯ Window Gallery　「てにをは」
越前焼の館

11/3
（火・祝）

紅葉と和のアフタヌーンティーを楽しみましょう
福井県陶芸館幽石庭

2㈮
▼ 

3㈯
観月の夕べ、天心庵にて
越前古窯博物館　天心庵

11㈰ 越前焼で楽しむ多肉植物
越前古窯博物館　天心堂

13㈫ リ・カエル軒下マーケット
越前焼の館

24㈯
▼ 

31㈯
陶芸村のハロウィーン トリックオアトリート！
越前陶芸村内対象施設

問合せ先　越前焼の館　☎32‒2199

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

10/13火

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

おさごえ窯ふじの
まさ代さんの新作
を含む展示会を開
催します。福井県
陶芸館では3年ぶ
りとなる個展です。

期　間　10月2日（金）～ 29日（木）
時　間　9：00～ 17：00
	 （最終入館16：30）
場　所　福井県陶芸館
	 資料館ロビー
料　金　入場無料

10/2金〜29木

10/2金・3土

10/25日

秋の澄んだ空気や虫の声など夜ならではの風情を楽しめるお茶会です。月見団
子や月見にちなんだお菓子をいただきながら、一客一亭（貸切）でゆったりとし
た特別な時間を過ごしていただけます。天心庵で秋の夜長を楽しみませんか？

インドの職人が1つひとつ手彫りして作ったウッドブロック
スタンプ。
ワークショップでは好きなスタンプを粘土の板に押してオリ
ジナルの模様を作ります。模様の組み合わせ、手作りだから
こそのズレや偶然できる模様を楽しみましょう。粘土の板は
型を使ってお皿にしたり、そのまま壁掛け表札にもできます。

期　間	 10月2日（金）、3日（土）
時　間	 18：00～、19：00～、20：00～
場　所	 越前古窯博物館　天心庵
料　金	 1組6,000円
	 （5人でご利用の場合、一人1,200円）
定　員	 一客一亭（各回1組貸切　最大5人）

特別講師	 辻麻実氏（design labo chica）
日　時	 10月25日（日）　10：00～、14：00～
場　所	 福井県陶芸館　陶芸教室
料　金	 2,500円　　定　員　各回15人（事前予約優先）

観月の夕べ、天心庵にて

インド×エチゼンインド×エチゼン  スタンプ模様のやきものスタンプ模様のやきもの

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒3262（学芸員室）

自分専用の器のひとつ「湯のみ」に焦点を当てた
企画展。福井県ゆかりのかこさとし氏、いわさきち
ひろ氏、池上遼一氏のこだわりつまった湯のみも出
品されます。ギャラリートークを10/18、11/22、
12/6に実施。その他関連イベントも盛り沢山です。
詳しくは陶芸館ホームページをご覧ください。

期　間	 10月1日（木）～ 12月13日（日）
時　間	 9：00～ 17：00（最終入館は16：30）
場　所	 福井県陶芸館　2階企画展示室
料　金	 一般800円（陶芸館常設展、古窯博物館関連展示・常設展含む）、
	 高校生以下・70歳以上300円、未就学児無料

10/1木〜12/13日

わたしの湯のみわたしの湯のみ

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

問合せ先　福井県陶芸館　☎32‒2174

10月24日～ 31日までの
ハロウィーンウィーク、陶
芸村の各施設で体験や商
品購入時に「トリックオ
アトリート！」と受付で声
をかけていただくと、お菓子をプレゼントします。

紅葉の名所、陶芸村の日本庭園で越前焼の「秋の
木の葉皿」にのせた6種類の軽食や和洋スイーツ
をお楽しみいただけます。

10/24土〜31土

11/3 火・祝

期　間	 10月24日（土）～ 31日（土）
場　所		 福井県陶芸館　越前古窯博物館
	 越前焼の館　だいこん舎
定　員	 各施設先着200人　　対　象　中学生以下

期　間　11月3日（火・祝）
時　間　13：00～、14：30～
場　所　福井県陶芸館 幽石庭 
　　　　※雨天時 天心堂
料　金　2,000円
定　員　各回3組　事前予約制
　　　　（1組最大3人まで）

陶芸村のハロウィーン
トリックオアトリート！

越前焼組合が取り組む食器のリサイクル活動「リ・
カエル」で集まった器を、1キロ100円（税込）で販
売します。また、越前焼の特価商品（軒下展示のみ）
も販売します。（現品限り、無くなり次第終了）
※「リ・カエル」でチャリティーとして集まった収益は福祉団体
に寄付します

リ・カエル 軒下マーケットリ・カエル 軒下マーケット

期　間	 10月13日（火）	 10月13日（火）
時　間	 10：00～15：00	 10：00～15：00
場　所	 越前焼の館	 越前焼の館

その他
必ずマイバック、マイ必ずマイバック、マイ
かごをご持参ください。かごをご持参ください。

問合せ先　健康保険課　☎34–8710

高齢者インフルエンザ予防接種費用を全額助成します

お薬手帳を上手に使いましょう

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスを病原とする感染症です。感染力が強く、高齢者や慢性
疾患を持つ人は重症化することがあります。今年度は新型コロナウイルス感染症の流行も懸念されるた
め、高齢者や次の要件に該当する人を対象に予防接種費用を町が全額助成します。

「お薬手帳」とは…
　いつ、どこで、どんな薬をもらったかを記録しておく手帳です。処
方された薬の名前や飲む量、回数、飲み方などを記録し、医療機関に
提示することで飲み合わせの悪い薬の処方を回避したり、災害時など
の仮設病院でも、飲んでいる薬がすぐにわかります。

　診察を受けるとき、薬をもらうときは、必ず「お薬手帳」を見せて
ください。医療機関での処置や治療の際に、飲んでいる薬の情報が必
要になることがあります。

　また、お薬手帳がいくつもあると、医師や薬剤師に薬の情報が正確
に伝わりませんので、お薬手帳は１冊にまとめて管理しましょう。

町内に住所を有する次の①または②に該当する人

	 ①65歳以上の人（昭和31年1月31日までに生まれた人）
　※対象者には予診票兼接種券（水色のA4用紙）をグレーの封筒で郵送しています。

	 ②60歳以上65歳未満の人で、次のいずれかに障害者手帳1級相当の障害のある人
　心臓、腎臓、呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害
　※②に該当する人で接種を希望する人は、健康保険課に申請してください。

10月1日（木）〜令和3年1月31日（日） （休診日を除く）

なし（今年度に限る）

1回

予診票（問診票）兼接種券※、健康保険証
※去年はハガキの「接種券」をお送りしましたが、今年
は封書で「予診票兼接種券」（水色のA4用紙）をお送
りしています。郵便物にご留意ください。

	 医療機関で記入していた問診内容や署名がご自宅でで
きますので、あらかじめ必要事項をご記入のうえ、医
療機関へご持参ください。

県内の指定医療機関（事前に医療機関に予約してください。）
指定医療機関は町ホームページをご覧いただくか、健康保険課までお問い合わせください。

対 象 者

接 種 期 間

自己負担金

接 種 回 数

必要なもの

接 種 場 所

陶芸館秋期企画展

紅葉と和のアフタヌーンティーを紅葉と和のアフタヌーンティーを
楽しみましょう楽しみましょう

福井県陶芸館・越前古窯博物館
☎32‒2174

開館時間／ 9：00 ～ 17：00（最終入館は16：30）
休館日／月曜（祝日を除く）祝日の翌日、年末年始

越前焼の館
☎32‒2199

開館時間／平　日 10：00 ～ 16：00
　　　　　土日祝 9：00 ～ 17：00
休館日／年末年始のみ

おさごえ窯 ふじのまさ代展おさごえ窯 ふじのまさ代展　－灯り・香り・祈り－　－灯り・香り・祈り－

10/11日
手作りの越前焼のうつわに様々な多肉植物から5種類を選び、自分だけの寄
せ植えができます。多肉植物は初心者でも育てやすいため、気軽に緑のある
生活を楽しめます。ぷくぷく可愛い多肉植物でお部屋を飾ってみませんか？
特別講師	 グリーンアドバイザー
	 伊豆蔵真由子氏（Grow mayuly）
日　時	 10月11日（日）　10：00～、13：30～
場　所	 越前古窯博物館　天心堂
料　金	 2,800円（多肉植物・越前焼のうつわ付）
定　員	 各回20人（事前予約優先）

越前焼で楽しむ多肉植物越前焼で楽しむ多肉植物

広報 えちぜん17 令和 ２ 年 10 月号 広報 えちぜん 16令和 ２ 年 10 月号

健康な暮らしのために 陶芸村だより



晩成の曽孫の夢を祈る老い	 山内　千代
屋根の下人間模様様々で	 山谷　ゆり川 柳古里の景色一軒家の孤独	 司辻　文子

車窓より変わる景色に癒される	 向当みつ子川 柳

10月27日〜 11月9日は読書週間です10月27日〜 11月9日は読書週間です

10月の4館共通テーマは「健康」と「ハロウィン」10月の4館共通テーマは「健康」と「ハロウィン」

問合せ先
町立図書館  ☎34–0395　　越 前 分 館  ☎37–7713
宮 崎 分 館  ☎32–7713　　織 田 分 館  ☎36–2288

　読書週間は、昭和22年に「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と
いう目的で始まり、毎年行われています。

　第74回標語は「ラストページまで駆け抜けて」です。
　時間を忘れて読んでしまうような、特別な1冊を図書館で見つけてください。

　季節の変わり目は、体調をくずしがちです。免疫力を上げる食事や適度な運動など、健康に気を付けて
過ごしたいですね。参考になる図書を集めました。各館のメインテーマは下記のとおりです。身近な事か
ら始めてみましょう。

【町立図書館】	「食から考える健康」  「まじょの本」
【宮 崎 分 館】 	「からだのメンテナンスをしよう」  「おうちでハロウィン」
【越 前 分 館】 	「健康～免疫力アップ大作戦」  「ハロウィン～故郷を本で探検しよう～」
【織 田 分 館】 	「いろいろな体操～ためして、きたえて～」  「ハロウィンのおはなし」

図書館だ
より

子育て世代包括支援センターだより子育て世代包括支援センターだより
││ ││

││
├├ ├├

├├

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

10月からロタウイルスワクチンが
定期接種（無料）になります

　ロタウイルスワクチンは2種類あり、どちらも飲む
ワクチンです。ロタウイルス胃腸炎の発症を7 〜 8割減
らし、入院するような重症化を予防することができます。
※ロタウイルスワクチンの初回接種は、生後2か月か

ら出生14週6日までにします。
	 ワクチンを受けるために必要な予診票や説明書は、

生後2か月頃に行う赤ちゃん訪問時にお渡しします。

　乳幼児に多く起こる感染性胃腸炎のひとつ
です。感染力が非常に強く、手洗いや消毒など
をしっかりしても、感染を予防することが難し
いため、乳幼児のうちにほとんどの子どもが感
染します。ロタウイルスは、一生のうちに何度
も感染するウイルスですが、初めて感染した時
は、特に重症化しやすいため、注意が必要です。

ロタウイルスワクチンとは？ ロタウイルス胃腸炎とは？

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医（午前9時～午後5時）
10月 4 日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
10月11日㈰ 藤田医院 ☎34–0044
10月18日㈰ 両林医院 ☎37–0005
10月25日㈰ 橘医院 ☎36–0015

※変更になる場合があります。受診前にご確認ください。

♥2歳児歯科健診
10月13日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♠心をいやす相談会（予約制）
10月30日㈮ 午前 9 時30分〜正午 朝日保健センター（朝寿殿）

※電話相談になる場合があります。

♥助産師さんとの座談会（予約制）
10月21日㈬ 午前 9 時30分～正午 宮崎子育て支援センター

♥1歳6か月児健診
10月 8 日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

♥3歳児健診
10月15日㈭ 午後12時50分～ 4 時 織田コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日 子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター

第1 〜 4土曜・祝日 午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

※10月31日（土）はお休みです。

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会（予約制）
10月 6 日㈫

午後 1 時～ 4 時
宮崎コミュニティセンター

10月20日㈫ 社会福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♦介護おはなし会（予約制）
10月22日㈭ 午後 1 時～ 2 時 織田コミュニティセンター

受　付　時　間 健診※1 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん

10月 5 日㈪ 越前コミュニティセンター
午前 8 時30分〜 10時30分 ● ● ●
午後 1 時〜 2 時 ● ● ● ●

10月11日㈰ 宮崎コミュニティセンター
午前 9 時〜 11時 ● ● ● ● ●

定員に達しました

午後 1 時〜 3 時 ● ● ●
★大腸がん検診はすべての会場で検査容器の配布・回収をしています。 
※1　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。また、がん検診はすべて事前に予約が必要です。 

♠集団健康診査（予約制）

♥離乳食教室（予約制）
10月27日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥5歳児健診
10月29日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

LET'S
レ ッ ツ

つるかめ

問合せ先　地域包括支援センター　☎34‒8729

　コロナウイルスなどの影響で外に出かける機会が減って、家に閉じこもることが増えていませんか？
　家に閉じこもり、人との交流が減ってしまうと認知症になってしまうリスクが高くなってしまいます。
そこで今回は自宅でできる「簡単！認知症予防」をご紹介します。

A.雨
う

過
か

天
てん

晴
せい

脳を活性化して、
認知症を防ぎましょう！

脳を活発に動かしましょう！！脳を活発に動かしましょう！！
1日1つ新しい発見をしましょう
◦新聞などを声を出して読んでみましょう
◦簡単なクイズなどに挑戦してみましょう

次の□に入る漢字を組み合わせて四字熟語を完成させよう。

令和2年8月1日以降に生まれたお子さん
※9月30日までに接種した分は、任意接種（自費）となります。

対象者認知症の
予防方法は？

・・・・・

・・・・・

雨 過 ■□ ■□ 日、人、二、青

4つの漢字を使い、□に当てはまる
漢字2字を作ろう！いきなり

クイズ
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健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中

夢を抱き今朝もふた葉に水をやる	 原　　榮子
絶景を時々変える水鏡	 木下百合子川 柳

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝日西保育所 10月は実施しません 34–5602

朝日南保育所 10月は実施しません 34–1614

あさひ保育所 10月は実施しません 34–0081

あさがお保育園 要問い合わせ 34–1110

宮崎中央保育所 10月は実施しません 32–2067

小曽原保育所 10月は実施しません 32–2039

陶の谷保育所 10月は実施しません 32–3014

西徳寺保育園 要問い合わせ 37–1354

四ヶ浦保育園 10月は実施しません 37–0305

織 田 保 育 所 10月は実施しません 36–0160

はぎのこども園 要問い合わせ 36–0396

たいら保育園 要問い合わせ 36–0251
※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
9
月
15
日
現
在
）

（
9
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（9月1日現在）

人　口	 21,062 人

　男	 10,249 人
　女	 10,813 人
世帯数	 7,251 戸

（前月より31人減）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

　
こ
の
写
真
は
、
8
月
26
日
に
慶
祝
訪
問
で
光

道
園
を
訪
れ
た
際
の
一
コ
マ
で
す
。

　
内
藤
町
長
が
長
寿
者
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に「
ご
長
寿
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
穏
や
か
な
日
々

を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
、
記
念
品
を
手
渡
す
と
み
な
さ
ん
笑
顔
で

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
記
念
品
を
受
け

取
り
、内
藤
町
長
と
記
念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　
敬
老
の
日（
9
月
第
3
月
曜
日
）は
、長
年
に

わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
日
と
し
て
、
昭
和
41
年

に
国
民
の
祝
日
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、
町
で
は
毎
年
、
百

歳
と
88
歳（
米
寿
）
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
を
内

藤
町
長
ら
が
訪
問
し
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。 表

紙
の
写
真

　

最
近
、
新
聞
な
ど
で「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い
う

言
葉
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。「
禍
」が
意
味
す
る

「
災
い
」に
は
、「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た「
災
い
」も
、

働
き
方
や
暮
ら
し
方
を
う
ま
く
変
え
て
幸
せ
に

転
じ
る
よ
う
心
が
け
、
事
態
が
収
束
し
た
の
ち

に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
き
っ
か
け
で
よ
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
、
日
々
を
過
ご
し
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

編
集
後
記

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
8787

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編

―
『
黄
檗
版
一
切
経
』
編    

⑪⑪  

――

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

10月の越前町関連の番組放送予定

たんなんスマイルTV（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中 !

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が
出演してるかも ?

Ｅ
子	

こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ	

こ
ん
に
ち
は
。今
回
は
、上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い（
丹た

ん

山ざ
ん

）が

行
っ
た『
黄
檗
版
一
切
経
』
対
校
事
業
の
意
義

を
考
え
て
い
く
に
あ
た
り
、そ
も
そ
も「
経
典
」

や「
一
切
経
」と
は
な
に
か
に
つ
い
て
、説
明
し

ま
す
。

Ｅ
子	

仏
教
の
聖
典
を「
経
典
」
と
い
い
ま
す
ね
。
経

典
は
ブ
ッ
ダ（
釈し

ゃ

迦か

）
の
教
え
を
文
章
に
ま
と

め
た
も
の
、と
聞
き
ま
し
た
。

学
Ｍ	

そ
う
で
す
ね
。
仏
教
聖
典
の
中
心
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で「
ス
ー
ト
ラ
」、中
国
語
で「
経き

ょ
う
」と

呼
ぶ
も
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
仏
教
教
団
を

運
営
し
て
い
く
た
め
の
ル
ー
ル
や
生
活
規
範

を
示
し
た「
律り

つ

」、経
や
律
に
つ
い
て
解
釈
し
た

「
論ろ

ん

」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら「
経
」・「
律
」・「
論
」

の
三
者
を
合
わ
せ
て
、「
三さ

ん

蔵ぞ
う

」と
い
い
ま
す
。

Ｅ
子	

以
前
も
、教
え
て
頂
き
ま
し
た
。三
蔵
と
聞
く
と
、

『
西
遊
記
』の
三
蔵
法
師
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

学
Ｍ	

三
蔵
法
師
は「
三
蔵
に
通つ

う

暁ぎ
ょ
うし
た
僧
侶
」、つ
ま

り
仏
教
の
教
義
に
精
通
し
た
お
坊
さ
ん
の
こ

と
で
す
。
歴
史
上
に
は
、
何
人
も
の
三
蔵
法
師

が
い
ま
し
た
。
と
く
に
有
名
な
の
が
、『
西
遊

記
』の
三
蔵
法
師
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

三

蔵
で
す
。

Ｅ
子	

玄
奘
は
、
前
々
回
の
説
明
に
あ
っ
た
、
中
国
唐

代
の
僧
侶
で
あ
る
基き

の
師
匠
で
、イ
ン
ド
に
旅

し
て
多
く
の
経
典
を
中
国
に
伝
え
た
人
物
で

す
ね
。

学
Ｍ	

話
を
戻
し
ま
す
と
、ブ
ッ
ダ
は
紀
元
前
五
～
四

世
紀
に
活
躍
し
た
歴
史
上
の
人
物
で
す
が
、生

存
中
に
彼
の
教
え
が
文
字
に
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

	

経
典
で
は
、
し
ば
し
ば
仏
や
菩
薩
を
名
医
に
例

え
ま
す
。『
維ゆ

い

摩ま

経ぎ
ょ
う』
に「
大
医
王
と
な
っ
て
善

く
も
ろ
も
ろ
の
病
を
療
し
、
病
に
応
じ
て
薬
を

与
え
服
行
を
え
せ
し
む
」
と
あ
り
、
医
者
が
病

気
の
種
類
に
よ
っ
て
効
能
の
あ
る
薬
を
患
者
に

処
方
す
る
よ
う
に
、
ブ
ッ
ダ
も
弟
子
た
ち
の
能

力
や
そ
の
時
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

表
現
や
方
法
で
教
え
を
説
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

Ｅ
子	

ま
さ
に「
応お

う

病び
ょ
う

与よ

薬や
く

」で
す
ね
。

学
Ｍ	

ブ
ッ
ダ
の
説
法
は「
対た

い

機き

説せ
っ

法ぽ
う

」と
呼
ば
れ
、教

え
を
聞
く
人（
機
）
の
能
力
や
素
質
に
ふ
さ
わ

し
く
法
を
説
い
た
の
で
す
。

Ｅ
子	

つ
ま
り
、
当
初
の
仏
教
で
は
、
師
匠
か
ら
口
伝

え
に
教
え
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
す
ね
。

学
Ｍ	

ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
文
字
に
し
て
遺
す
こ
と
は
、

後
世
の
多
く
の
人
々
に
教
義
を
伝
え
る
手
段

と
し
て
最
適
で
す
。
し
か
し
、
文
字
に
す
る
こ

と
で
内
容
が
固
定
化
さ
れ
、人
々
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
、
ま
た
、
読
み
手
の
能
力
に
よ
っ
て

は
、些
末
な
表
現
に
捉
わ
れ
て
教
え
の
本
質
を

見
失
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ブ
ッ

ダ
は
自
ら
の
思
想
を
文
字
と
し
て
遺
さ
ず
、口く

受じ
ゅ

に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

	

次
回
は
、ブ
ッ
ダ
の
教
え
が
経
典
と
し
て
編
纂

さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

西
田
中	

セ
ラ
ー
ノ　

オ
リ
ビ
ア

（
カ
ー
メ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
、
女
）

江　

波	

向こ
う

當と
う　

扇せ
ん

花か

（
裕
昌
、
女
）

陶
の
谷	

渡わ
た

辺な
べ　

昊そ

愛ら

（
尊
則
、
女
）

気
比
庄	

上
野
ア
キ
ノ
さ
ん
（
92
歳
）

田　

中	

竹
内　

孝
文
さ
ん
（
76
歳
）

栃　

川	

善
田　

重
雄
さ
ん
（
88
歳
）

血
ヶ
平	

林　

紀
代
子
さ
ん
（
89
歳
）

梅　

浦	

向
井　

さ
た
さ
ん
（
91
歳
）

茂　

原	

壁　
　

昭
夫
さ
ん
（
79
歳
）

平　

等	

小
坂
勘
兵
衞
さ
ん
（
89
歳
）

四
ツ
杉	

向　
　
　

正
さ
ん
（
88
歳
）

赤
井
谷	

佐
々
木　

静
さ
ん
（
87
歳
）

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
少林寺拳法織田スポーツ少年団

【10月10日㈯～10月16日㈮】
越前中学校 体育祭

【10月24日㈯～10月30日㈮】

※新型コロナウイルス感染症に関する
地域情報番組を放送しています。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55〜　　②12：55〜
③19：55〜　 毎日5分間放送中 !
地域で作ろう！防災マップ

【10月1日㈭～10月9日㈮】
越前町役場新庁舎について（前編）

【10月10日㈯～10月23日㈮】
越前町役場新庁舎について（後編）

【10月24日㈯～11月6日㈮】

学芸員 M

E 子

梅　

浦	

故ゆ
え

田だ　

優ひ
ろ

弥や

（
優
樹
、
男
）

梅　

浦	

小こ

瀧た
き　

創そ
う

太た

（
栄
喜
、
男
）

下
河
原	

左さ

近こ
ん　

美み

晴は
る

（
武
寿
、
女
）
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「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜
㈱
福
井
村
田
製
作
所
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
〜

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

　「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
）」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。

　
働
い
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
、
仕
事
だ
け
の
生

活
に
追
わ
れ
る
の
で
な
く
、「
趣
味
・
学
習
・
休
暇
」

な
ど
を
楽
し
み
、
ま
た
、「
育
児
・
介
護
」
に
関
わ

る
時
間
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
で
、
仕
事
と
生

活
の
両
方
を
充
実
さ
せ
ら
れ
る
「
生
き
方
」
の
こ

と
で
す
。

　
仕
事
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が
い
や
喜
び

を
も
た
ら
す
も
の
で
す
が
、
同
時
に
、
家
事
・
育

児
、
近
隣
と
の
つ
き
あ
い
な
ど
の
生
活
も
暮
ら
し

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の

充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の
生
き
が
い
、
喜
び

は
倍
増
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の
社
会

に
は
、●

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的

に
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

●
仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら

健
康
を
害
し
か
ね
な
い

●
仕
事
と
子
育
て
や
老
親
の
介
護
と
の

両
立
に
悩
む

な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え
る
人
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の
将

来
へ
の
不
安
や
豊
か
さ
が
実
感
で
き
な
い
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少

子
化
・
人
口
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
、
仕
事
と
生
活

の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実

現
で
す
。

　
仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
は
、
み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
望
む
生
き
方
が
で
き
る
社
会
の
実
現

に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
～
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

　
　「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
推
進
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
～

　
そ
こ
で
、
福
井
県
か
ら
女
性
の
採
用
、
育
成
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
登
用
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
「
ふ
く
い
女
性
活

躍
推
進
企
業
プ
ラ
ス
＋
」
の
認
証
・
登
録
さ
れ
て

い
る
㈱
福
井
村
田
製
作
所
の
人
事
課
へ
お
話
を
う

か
が
い
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
す
る
企
業
で

す
か
？

　
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
ベ
ー
ス
と
し
た
電
子
部
品（
積

層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
、
ノ
イ
ズ
対
策
製
品

な
ど
）
の
開
発
・
製
造
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
部
品
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
1
ミ
リ
以
下
の
製
品
も
多
数

あ
り
ま
す
。
積
層
セ
ラ
ミ
ッ
ク
コ
ン
デ
ン
サ
は
、

1
台
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
約
８
０
０
個
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

従
業
員
数
は
？

　
男
性 

約
３
，２
８
０
人
、
女
性 

約
１
，１
７
０

人
、
合
計
約
４
，４
５
０
人
（
う
ち
、
宮
崎
工
場

は
約
７
０
０
人
）
で
す
。

最
近
の
育
児
休
業
取
得
率
は
？

　
女
性
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
、
出
産
し
た
社
員

全
員
（
１
０
０
％
）
が
取
得
し
て
お
り
、
男
性
に

つ
い
て
も
４
人
が
取
得
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
配
偶
者
が
出
産
し
た
場
合
に
、
お
子

さ
ん
が
1
歳
に
到
達
す
る
ま
で
に
10
日
間
の
特
別

有
給
休
暇
を
取
得
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
制
度
は
10
日
間
連
続
で
取
得
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
し
、
10
日
間
を
最
大
3
回
ま
で
分
割
し
て
取

得
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
配
偶
者
が
出
産
し
た

男
性
社
員
は
全
員
（
１
０
０
％
）
こ
の
休
暇
を
取

得
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
従

業
員
に
対
し
て
配
慮
し
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　
本
人
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
時
間
外
労

働
や
深
夜
労
働
、
休
日
労
働
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
者
が
利
用
で
き
る
短
時
間
勤
務
制

度
（
始
業
時
刻
の
繰
り
下
げ
、
終
業
時
刻
の
繰
り

上
げ
）
が
あ
り
ま
す
。

　
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た
め
、

従
業
員
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け
て

い
ま
す
か
？

　
労
働
組
合
代
表
者
と
会
社
代
表
者
は
、
社
員
か

ら
挙
げ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
等
に
関
し
て
協
議
す

る
場
（
定
例
・
非
定
例
）
を
設
け
て
、
意
見
交
換

や
情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
、
専
属
産
業
医
や
保
健
師
も
常
駐
し
て

い
ま
す
。

所
定
外
労
働
削
減
の
取
り
組
み
は
？

　

週
1
回
、
残
業
ゼ
ロ
デ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

従
来
は
特
定
の
曜
日
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
、
在
宅
勤
務
者
の
拡
大
や
製
造
部
門
ご
と
に

勤
務
体
制
が
異
な
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
職
場
ご

と
あ
る
い
は
個
人
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
の
終
業
か
ら
翌
日
の
始
業
ま
で
10

時
間
30
分
確
保
す
る
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度

の
運
用
や
、
年
1
回
管
理
職
向
け
の
労
働
時
間
管

理
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

有
給
休
暇
取
得
促
進
に
つ
い
て
の

取
り
組
み
は
？

　
従
業
員
平
均
で
、年
次
有
給
休
暇
20
日
の
う
ち
、

1
年
間
で
平
均
16
日
の
取
得
実
績（
取
得
率
80
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
取
得
率
が
低
い
社
員

に
は
、
直
属
上
司
か
ら
取
得
促
進
の
働
き
か
け
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
各
人
が
月
1
回
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
を
目
標
と
し
て
、
計
画
的
な
年
次
有
給
休
暇
取

得
の
推
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
事
評
価
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

　
性
別
や
年
齢
を
人
事
評
価
の
要
素
と
し
て
用
い

ず
公
正
な
評
価
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
評
価
者

に
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
し
て
公
正
な
評
価
の
た

め
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

事
由
に
よ
り
、
休
職
中
の
社
員
へ
の
配
慮
措
置
と

し
て
休
職
中
で
も
昇
格
試
験
の
受
験
資
格
を
付
与

し
て
い
ま
す
。

知
識
、
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
？

　
階
層
別
お
よ
び
職
能
別
の
各
種
研
修
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
業
務
に
関
連
す
る
知
識
や
資
格
取
得
の

た
め
に
（
受
講
指
定
お
よ
び
自
己
啓
発
）、
各
自

が
好
き
な
時
間
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
会
社
が

指
定
し
た
社
外
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
コ
ン
テ

ン
ツ
や
、
会
社
で
作
成
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
っ

て
学
習
す
る「E

イ
ー
ラ
ー
ニ
ン
グ

‒Learning

」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
公
的
資
格
取
得
支
援
制
度
と
し
て
、

受
験
費
用
補
助
や
試
験
時
間
の
勤
務
時
間
扱
い
な

ど
を
設
け
て
い
ま
す
。

女
性
の
管
理
職
登
用
に
つ
い
て
は
？

　
現
在
、
女
性
の
管
理
職
は
い
ま
せ
ん
が
、
管
理

職
を
目
指
す
女
性
を
増
や
す
た
め
の
階
層
別
研
修

や
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
し
た
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
な
か
な
か

困
難
と
思
え
る
こ
と
で
す
が
、
結
果
的
に
は
、
企

業
に
と
っ
て
も
従
業
員
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

男女共同参画・人権のとびら

問合せ先　男女共同参画・人権室　☎34‒8715

Vol.48

　7月18日、織田コミュニティセンターでえちぜん男女共同参画まちづくり推進員会を開催しまし
た。えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会は、企業や地域の代表者で構成されています。
　今回は、マナーコンサルティング「ことは理」代表の桝

ます

谷
や

真
ま

澄
すみ

先生をお迎えし、「家族とのマナー
とコミュニケーション」というテーマでお話
しいただきました。
　家族とは、空気のような当たり前の存在だ
が、気持ちよく暮らしていくためには、最低
限のルールや心遣いを配慮することが大切だ
と教えていただきました。

　8月4日、生涯学習センターにて役場職員で構成されている男女共同参
画推進ワーキンググループ研修会を開催しました。
　今回は、福井工業大学 非常勤講師の武

たけ

内
うち

昭
あき

子
こ

先生をお迎えし、「多様な
性を認め合う社会のために」というテーマでお話しいただきました。
　個人の多様な生き方を重んじる現代においては、「男らしさ」「女らしさ」
に縛られる生き方に、違和感や生きづらさを感じる人が多くなってきているため、
私たち一人ひとりが正しい知識を身に付けることが大切だと教えていただきました。

えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会

男女共同参画推進ワーキンググループ研修会

認
め
合

い  男女の心をつ
なぐ

ま
ち

ひ と
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●越前子育て支援センター●

輝け！ No.4

　季節のイベントやお子様の成長の記念に残るハンドメイド
などいろいろなイベントをご用意しています。
　新型コロナウイルス感染症予防のため、各イベントは予約
制になっています。利用する際には、事前にご連絡ください。

越前子育て支援センター　☎37–0900

行ってみよう！子育て支援センター

ママ何作って

いるの？

海
み

土
ど

里
り

ちゃん

かぼちゃのそぼろあんかけ
材料（約5人分）

鶏ひき肉………………………160g
にんじん………… 150g（中1本）
たまねぎ………… 360g（中2個）
かぼちゃ……………400g（1/4個）
枝豆（グリンピース）… … お好みで
サラダ油……………… 小さじ1弱

だし汁………………………… 適量
醤油……………… 大さじ2と1/3
砂糖…………………… 大さじ2弱
酒……………………… 大さじ1弱
水……………… 2カップ（400ml）
片栗粉……………… 9g（大さじ1）

①かぼちゃは乱切り、にんじんとたまねぎはみじん切りにしておく。
②鍋にサラダ油をしき、鶏ひき肉をよく炒める。
③にんじん、たまねぎもよく炒め、かぼちゃを入れ、水とだし汁を

入れて煮る。
④材料に火が通ってきたら、醤油、砂糖、酒を入れて味付けをする。
⑤材料に味がしみこむまで、しばらく弱火で煮込む。
⑥	最後に茹でておいた枝豆やグリンピースを全体に混ぜ合わせ、
	 水ときでんぷんでとろみをつける。

作り方

みどりちゃん
チャレンジ！種は天日干しして、からいりし殻を割るとおいしく食べられます。丸ごと食べることで食材も栄養も無駄なくいただきましょう。

海土里ちゃん

教えて  第4回

ママと一緒にママと一緒に
宝探しゲーム！！宝探しゲーム！！

お昼寝アートお昼寝アート││ 足形アート足形アート├├

手形キーホルダー手形キーホルダー♪♪

Happy Happy   HalloweenHalloween

　みなさん、こんにちは。越前町食育推進マスコットキャラクターの越前 海
み

土
ど

里
り

です。
　今回は、「カボチャのそぼろあんかけ」を紹介します。カボチャはきゅうりなどと同じウリ科の仲
間で夏から秋に収穫され、3〜 4か月貯蔵すると熟成し、甘く美味しくなります。
　また、でんぷん質が多くカロテンをはじめ、ほかの栄養素もたっぷりの健康野菜です。
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